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令和２年度 国立赤城青少年交流の家 教育事業 

「 親子で登山 」 

～コロナに負けるな！親子の絆で乗り越えよう！！～ 

 

１．趣旨 

  赤城山登山を体験することにより、親子の絆を深めるとともに、健全な青少年の育 

成を図る。 

 

２．事業の概要 

 （１）期日 

   ＜Ａコース＞赤城山（地蔵岳・長七郎山・覚満淵） 

    ①令和２年８月１日（土）日帰り ④令和２年８月９日（日）日帰り 

＜Ｂコース＞赤城山（黒檜山・駒ヶ岳） 

    ②令和２年８月２日（日）日帰り ③令和２年８月８日（土）日帰り 

 （２）参加者 

   ①参加対象【親子】 

＜Ａコース＞小学校４年生以下の子供とその保護者 

・１日（１６名、７家族）９日（２４名、９家族）計（４０名１６家族） 

＜Ｂコース＞小学校５年生～中学校３年生までの子供とその保護者 

・２日（１０名、４家族）８日（ ８名、３家族）計（１８名 ７家族） 

 

   ②参加人数５８名（２３家族） （応募総数７７名） 

    群馬県前橋市７家族、高崎市３家族、伊勢崎市２家族、みどり市２家族、 

藤岡市１家族、太田市１家族、邑楽町１家族、吉岡町１家族、 

東京都２家族、埼玉県１家族、栃木県１家族、福島県１家族 

  

３．企画運営のポイント 

・新型コロナウイルス（登山中におけるマスクとソーシャルディスタンス）に対応した

登山実践。 

・新しい生活様式の方法として、現地集合・現地解散とする。 

・「登山」では、親子で一緒に自然を感じながら登る。 

・日帰りでの事業だけではなく、宿泊（前泊・後泊）もできるよう選択肢を増やす。 

 

４．日程 

 午 前 午 後 

 

８月１日（土） 

９日（日） 

 

開会式（大洞駐車場） 

＜Ａコース＞ 

・赤城山（地蔵岳・長七郎山・覚満淵）～約７km 

閉会式（大洞駐車場） 

 

８月２日（日） 

  ８日（土） 

 

開会式（おのこ駐車場） 

＜Ｂコース＞ 

・赤城山（黒檜山・駒ヶ岳）～約８km 

閉会式（おのこ駐車場） 
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５．主な活動内容 

 

 

６．成果と課題 

 （１）参加者アンケート結果 

   Ａ【１日】満足７家族(100％) やや満足０家族    やや不満０家族  不満０家族 

   Ｂ【２日】満足３家族(75％)  やや満足１家族(25％) やや不満０家族 不満０家族 

Ｂ【８日】満足３家族(100％)  やや満足０家族    やや不満０家族 不満０家族 

Ａ【９日】満足９家族(100％)  やや満足０家族     やや不満０家族 不満０家族 

 （２）参加者の声 

・ 親子でというところに魅力を感じました。また、途中で登らないという選択肢があっ 

 たおかげで楽しく登ることができました。 

・同じ年代の子どももいることで、子どもにも親にも刺激となり、やり切ったことで達

成感を味わうことができました。 

・ 初めての登山で不安でしたが、職員の方にとても親切にしていただきました。新型 

 コロナウイルスへの対応、お弁当の用意や OS-1など、登山以外にも細かな配慮があ 

 り安心して参加することができました。 

 （３）成果 

①「登山」では、親子で登る様子や発達段階に応じたコースを設定したことから、プロ

グラムの内容は良かった。 

②「新型コロナウイルス対応」では、新しい生活様式（現地集合解散・受付時・しおり・

登山実践等）に応じた内容を実施できて良かった。 

③事業だけではなく、交流の家にも宿泊（前泊・後泊）ができるようにしたことは、参

加への選択肢が増えて良かった。 

 （４）課題 

  ①さらなる広報手段・広報先等の確立を図る。 

  ②日帰り事業のニーズの高さが伺えたことから、登山だけではなく、年間を通じて、「親

子で○○」として開催できるか検討していく。 

担当 企画指導専門職 田村 文明 

「地蔵岳登山」 「地蔵岳山頂」 「小沼湖畔・長七郎山」 

「覚満淵散策」 「黒檜山山頂」 「黒檜山・駒ヶ岳登山」 


